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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 酸 化 剤 が 添 加 さ れ た 研 磨 ス ラ リ ー を 用 い 、 当 該 研 磨 ス ラ リ ー を 再 生 利 用 し つ つ 、 研 磨 装
置 に よ っ て 被 研 磨 材 を 研 磨 す る 研 磨 方 法 に お い て 、
　 前 記 研 磨 装 置 に 供 給 さ れ る 研 磨 ス ラ リ ー 中 の 酸 化 剤 の 濃 度 を 測 定 し 、
　 常 に 適 正 範 囲 内 の 値 を 維 持 す る よ う に 前 記 酸 化 剤 の 濃 度 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 研
磨 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 被 研 磨 材 は 、 半 導 体 ウ エ ハ 上 に 形 成 さ れ た 金 属 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 適 正 範 囲 は 、 ３ ～ ４ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 酸 化 剤 は 、 過 酸 化 水 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 研 磨 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 研 磨 作 業 の 後 に 前 記 研 磨 装 置 を 洗 浄 す る に 際 し 、 洗 浄 用 流 体 を 当 該 研 磨 装 置 に 供 給 し 、
　 研 磨 作 業 を 行 っ て い な い 間 と 、 前 記 研 磨 作 業 の 開 始 か ら 所 定 時 間 経 過 す る ま で の 間 は 、
前 記 研 磨 装 置 か ら 排 出 さ れ る 研 磨 ス ラ リ ー 及 び 洗 浄 用 流 体 を 廃 棄 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ， ２ ， ３ 又 は ４ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 研 磨 作 業 を 行 っ て い な い 間 は 、 前 記 研 磨 ス ラ リ ー を 当 該 研 磨 装 置 に 供 給 す る こ と な く 、
再 生 利 用 に 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ 又 は ５ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 使 用 済 み の 研 磨 ス ラ リ ー を 再 利 用 す る に 際 し 、 当 該 ス ラ リ ー を フ ィ ル タ ー に よ っ て
濾 過 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ 又 は ６ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 酸 化 剤 が 添 加 さ れ た 研 磨 ス ラ リ ー を 用 い 、 当 該 研 磨 ス ラ リ ー を 再 生 利 用 し つ つ 、 研 磨 装



置 に よ っ て 被 研 磨 材 を 研 磨 す る 研 磨 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 酸 化 剤 が 添 加 さ れ た 研 磨 ス ラ リ ー を 貯 留 す る ス ラ リ ー 供 給 タ ン ク と ；
　 使 用 済 み の 前 記 研 磨 ス ラ リ ー を 再 生 し 、 再 生 後 の 研 磨 ス ラ リ ー を 前 記 ス ラ リ ー 供 給 タ ン
ク に 供 給 す る 再 生 手 段 と ；
　 前 記 ス ラ リ ー 供 給 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 前 記 研 磨 ス ラ リ ー 中 の 酸 化 剤 の 濃 度 を 計 測 す る 濃
度 計 と ；
　 前 記 濃 度 計 に よ る 測 定 結 果 に 基 づ き 、 前 記 研 磨 ス ラ リ ー 中 の 酸 化 剤 の 濃 度 が 常 に 適 正 範
囲 に な る よ う に 、 必 要 量 の 酸 化 剤 を 前 記 研 磨 ス ラ リ ー に 添 加 す る 添 加 手 段 と を 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 研 磨 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 被 研 磨 材 は 、 半 導 体 ウ エ ハ 上 に 形 成 さ れ た 金 属 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
に 記 載 の 研 磨 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 酸 化 剤 は 、 過 酸 化 水 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 又 は ９ に 記 載 の 研 磨 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 研 磨 装 置 に 対 し て 洗 浄 用 流 体 を 供 給 す る 洗 浄 液 供 給 手 段 と ；
　 前 記 研 磨 装 置 か ら 排 出 さ れ る 研 磨 ス ラ リ ー 及 び 洗 浄 用 流 体 を 廃 棄 す る 廃 棄 手 段 と ；
　 前 記 研 磨 装 置 か ら 排 出 さ れ る 前 記 研 磨 ス ラ リ ー 及 び 洗 浄 用 流 体 の 流 路 を 、 前 記 再 生 手 段
と 前 記 廃 棄 手 段 と の 間 で 切 り 替 え る 第 １ 切 り 替 え 手 段 と ；
　 前 記 研 磨 装 置 に お い て 研 磨 作 業 を 行 っ て い な い 時 間 と 、 研 磨 作 業 の 開 始 か ら 所 定 時 間 経
過 す る ま で の 待 機 時 間 は 、 前 記 研 磨 装 置 か ら 排 出 さ れ る 研 磨 ス ラ リ ー 及 び 洗 浄 用 流 体 を 前
記 廃 棄 手 段 に 導 き ； 研 磨 作 業 を 行 っ て い る 時 間 の う ち 、 前 記 待 機 時 間 を 除 く 時 間 は 、 前 記
研 磨 装 置 か ら 排 出 さ れ る 使 用 済 み 研 磨 ス ラ リ ー を 前 記 再 生 手 段 に 導 く よ う に 前 記 第 １ 切 り
替 え 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ， ９ 又 は １ ０ に 記
載 の 研 磨 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス ラ リ ー 供 給 タ ン ク か ら 供 給 さ れ る 前 記 研 磨 ス ラ リ ー を 前 記 研 磨 装 置 へ 供 給 せ ず に
前 記 再 生 手 段 に 供 給 す べ く 設 け ら れ た バ イ パ ス 配 管 と ；
　 前 記 ス ラ リ ー 供 給 タ ン ク か ら 供 給 さ れ る 前 記 研 磨 ス ラ リ ー の 流 路 を 、 前 記 研 磨 装 置 と 前
記 バ イ パ ス 配 管 と の 間 で 切 り 替 え る 第 ２ 切 り 替 え 手 段 と を 更 に 備 え 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 さ ら に 、 前 記 研 磨 装 置 に お い て 研 磨 作 業 を 行 っ て い な い 間 は 、 前 記 ス
ラ リ ー 供 給 タ ン ク か ら 供 給 さ れ る 研 磨 ス ラ リ ー を 前 記 バ イ パ ス 配 管 に 供 給 す る よ う に 前 記
第 ２ 切 り 替 え 手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ， ９ ， １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 研 磨
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 使 用 済 み の 研 磨 ス ラ リ ー を 濾 過 す る フ ィ ル タ ー を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ８ ， ９ ， １ ０ ， １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の 研 磨 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 酸 化 剤 が 添 加 さ れ た 研 磨 ス ラ リ ー を 用 い 、 当 該 研 磨 ス ラ リ ー を 再 生 利 用 し つ つ 、 研 磨 装
置 に よ っ て 被 研 磨 材 を 研 磨 す る 研 磨 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 研 磨 装 置 に 供 給 さ れ る 研 磨 ス ラ リ ー 中 の 酸 化 剤 の 濃 度 を 測 定 す る 工 程 と ；
　 常 に 適 正 範 囲 内 の 値 を 維 持 す る よ う に 前 記 酸 化 剤 の 濃 度 を 制 御 す る 工 程 と を 実 施 す る こ
と を 特 徴 と す る 研 磨 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 被 研 磨 材 は 、 半 導 体 ウ エ ハ 上 に 形 成 さ れ た 金 属 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
４ に 記 載 の 研 磨 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 適 正 範 囲 は 、 ３ ～ ４ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ に 記 載 の 研 磨 シ
ス テ ム 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 酸 化 剤 は 、 過 酸 化 水 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ， １ ５ 又 は １ ６ に 記 載 の
研 磨 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 研 磨 作 業 の 後 に 前 記 研 磨 装 置 を 洗 浄 す る に 際 し 、 洗 浄 用 流 体 を 当 該 研 磨 装 置 に 供 給 す る
工 程 と ；
　 研 磨 作 業 を 行 っ て い な い 間 と 、 前 記 研 磨 作 業 の 開 始 か ら 所 定 時 間 経 過 す る ま で の 間 は 、
前 記 研 磨 装 置 か ら 排 出 さ れ る 研 磨 ス ラ リ ー 及 び 洗 浄 用 流 体 を 廃 棄 す る 工 程 と を 実 施 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ， １ ５ ， １ ６ 又 は １ ７ に 記 載 の 研 磨 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 研 磨 作 業 を 行 っ て い な い 間 は 、 前 記 研 磨 ス ラ リ ー を 当 該 研 磨 装 置 に 供 給 す る こ と な く 、
再 生 利 用 に 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ， １ ５ ， １ ６ ， １ ７ 又 は １ ８ に 記 載 の 研 磨
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 使 用 済 み の 研 磨 ス ラ リ ー を 再 利 用 す る に 際 し 、 当 該 ス ラ リ ー を フ ィ ル タ ー に よ っ て
濾 過 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ， １ ５ ， １ ６ ， １ ７ ， １ ８ 又 は １ ９ に 記 載 の 研 磨 シ
ス テ ム 。
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